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任する）も、チームＢを支持していた。チームＢは、CPD（The Committee on the Present Danger：現在の危機
に関する委員会）という共和党系シンクタンクに発展し、対ソ連強硬策の研究や国民への宣伝活動を展開していっ
た。レーガンはCPDに所属していた。CPDの思想が後のレーガンドクトリンになっていく。


















いた。即ち、1972年調印の第１次戦略兵器制限交渉（SALTⅠ： Strategic Arms Limitation Talks 1）では、米ソの












































　ヨーロッパのINF （Intermediate-range Nuclear Force：中距離核戦力） に関する米ソ間交渉は、既に1980年に、
予備的な交渉がジュネーブにおいて開始されていた（11）。正式な米ソ間交渉は、レーガン政権発足後の1981年９月か
ら開始された。アメリカ側は、zero−zero offer（0-0提案、ゼロ・ゼロ・プラン、ゼロ・オプション）を出した。ゼ
ロオプションとは、全てのSS-20・SS-4・ SS-5・ GLCM ・パーシングⅡの完全撤去、欧州における中距離核戦力配備
の撤収を提案したものである。1981年11月ジュネーブにて、ヨーロッパにおけるINFに関する米ソ代表団による交
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を排除する先制攻撃（Preemptive Attack or Preemptive Strike）、予防戦争（Preventive War）のリーディングケ
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⑾　INF（Intermediate-range Nuclear Force：中距離核戦力） は、一般的に、核弾頭を装備した中距離弾道ミサイル・
巡航ミサイルを意味する。
⑿　米ソ間の戦略兵器関係の交渉には、以下のようなものがある。
　　SALT（Strategic Arms Limitation Talks：戦略兵器制限交渉）−１が、1969 ～ 72年に行われた。
　　SALT−Ⅱは、1973 ～ 1979年に行われた。
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